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読者のみなさんは「システムアーキ

テクト（System Architect）」という職

種をご存知だろうか。複数のシステム

が連携し有機的に統合される今の時代

に必要な技術職として、脚光を浴び始

めていると言っても過言ではない職種

である。みなさんの周りを見渡せば、

（実際どう呼ばれているかは別として

も）このような役割を担っている方が

いるのではないだろうか。今回は、こ

のシステムアーキテクトという仕事に

焦点を当てることにしよう。

常々、IT業界の横文字職種は厳密な

定義が不明瞭なものが多いように思う

のだが、システムアーキテクトとはど

のような仕事なのだろうか。言葉の意

味を直訳すれば「システムを設計する

人」となる。実際は「設計」と考えて

しまうと範囲が狭まってしまう印象が

あるが、簡単に言うと「なんでも屋」

ということになる。

理想的なシステムアーキテクトとは、

・顧客の業種／業務に詳しい

・ネットワークやハードウェアにも一

定以上の知識を持っている

・さまざまなプラットフォームとミド

ルウェア／開発環境などを熟知して

いる

・上流設計も含めてすべての設計がで

きる

・もしものときには自身で開発も可能

で、プロジェクトをうまく導きなが

ら運用管理の方法論やプランも考慮

できる

というような「顧客にとって優れたシ

ステムをひととおり創造できる人」と

いうことになる。また、さらに顧客と

の折衝（説得）や予算調整／管理など

もできれば完璧ということらしい。

もちろん、実際に上記のすべてをひ

とりでやることはほとんどあり得ない

が、どのような場合にもフォローでき

る“オールマイティー”な存在である
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べき人なのである。まさに「なんでも

屋」なわけだが、みなさんの周りにこ

のような人は果たしてどれくらいいる

だろうか。理想的なシステムアーキテ

クトとは、特定の技術や仕事の範囲に

とらわれず、多くの知識や経験を持つ

存在ということになる。

では、なぜ今、システムアーキテク

トが必要とされているのだろうか。そ

れは、システムを取り巻くソフトウェ

ア技術やハードウェアの進化、インタ

ーネット利用の普遍化、それによる顧

客の要望の変化が挙げられる。現在は、

それに伴い、システム構築にはより広

範な知識が求められるようになってき

ているからだ。

たとえば、パーソナルコンピュータ

をベースとしたシステムを考えただけ

でも、その形態には時代ごとに次にあ

げるような移り変わりがある。

①スタンドアロン主流の時代

単独のパーソナルコンピュータだけ

で完結するシステム（図1）。特に外部

との接続性は考慮しておらず、データ

のやり取りを行なう場合はフロッピー

などの記憶媒体を利用する。この頃の

システム構築は、アプリケーション開

発とほぼ同意であったと言える。

②クライアント／サーバー
主流の時代

サーバーおよび複数のクライアント

で構成され、多くは何らかの閉じられ

たネットワークにより接続されている

システム（図2）。データの共有には通

常データベースが用いられる。他シス

テムとのリアルタイム性のある連携が

考慮される場合もあるが、多くが独自

プロトコルで占められており、接続性

の確保には多くのコストがかかる場合

が多いため、一定以上の規模のシステ

ムに限られていた。

③Webアプリケーション
主流の時代（現在）

Webベースのシステムとすることに

より、組織内の閉じられた環境と共に

インターネットを通じて組織外からの

アクセスも行なえるようなシステムを

構築することがより現実的になった

（図3）。Webアプリケーションをフロン

トエンドとしてバックエンドの複数シ

ステムを連携させるような必要も増え

ている。各技術の標準化が進んだおか

けで、以前と比較すれば異システム間

の接続性の確保も簡素になったが、異

なるシステムをスムーズに統合するた

めには実経験ノウハウが求められる。

さらに、システムの分散化やクライア

ントとしてのデバイスの種類増加、セ

キュリティの確保なども考慮しなけれ

ばならない状況も増加している。

④統合を前提としたシステムへ
（～今後）

すでに登場したWebサービスや今後

の新しい技術の登場により、従来のよ

うな後付けのシステム統合から、最初

から多様なシステムとの連携を前提と

したものに移り行くだろう。設計時か

ら個々のサービスとしての再利用性を

より考慮し、必要に応じて必要なサー
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